
(57)【要約】

　【課題】

　二段式駆動回路により、発光ダイオードパネルの輝度

を安定させる改良設計を提供する。

　【解決手段】

　有機発光ダイオードパネルのＭＯＳドライバの前に、

初期充電回路と定電流回路を加え、スイッチは、ＭＯＳ

ドライバのゲートを駆動する初期充電回路、或いは、定

電流回路を選択するのに用いられ、ＭＯＳドライバのゲ

ートを駆動する初期は、初期充電回路を選択し、その後

、定電流回路に切り換える。

【選択図】図６
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 有 機 発 光 ダ イ オ ー ド パ ネ ル の 二 段 式 駆 動 回 路 で あ っ て 、 前 記 有 機 発 光 ダ イ オ ー ド パ ネ ル
の Ｍ Ｏ Ｓ ド ラ イ バ の 前 に 、 初 期 充 電 回 路 と 定 電 流 回 路 を 加 え 、 ス イ ッ チ は 、 前 記 Ｍ Ｏ Ｓ ド
ラ イ バ の ゲ ー ト を 駆 動 す る 前 記 初 期 充 電 回 路 、 或 い は 、 前 記 定 電 流 回 路 を 選 択 す る の に 用
い ら れ 、 前 記 Ｍ Ｏ Ｓ ド ラ イ バ の ゲ ー ト を 駆 動 す る 初 期 は 、 前 記 初 期 充 電 回 路 を 選 択 し 、 そ
の 後 、 前 記 定 電 流 回 路 に 切 り 換 え る こ と を 特 徴 と す る 有 機 発 光 ダ イ オ ー ド パ ネ ル の 二 段 式
駆 動 回 路 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 初 期 充 電 回 路 は 電 流 ミ ラ ー 回 路 で 、 二 行 の Ｍ Ｏ Ｓ 装 置 か ら な り 、 一 行 の 前 記 Ｍ Ｏ Ｓ
装 置 は 、 第 一 可 変 抵 抗 器 と 直 列 さ れ 、 も う 一 つ は 、 出 力 電 圧 を 提 供 し 、 出 力 電 圧 は 、 前 記
第 一 可 変 抵 抗 器 の 抵 抗 を 調 整 す る こ と に よ り 制 御 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載
の 有 機 発 光 ダ イ オ ー ド パ ネ ル の 二 段 式 駆 動 回 路 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 定 電 流 回 路 は 電 流 ミ ラ ー 回 路 で 、 二 行 の Ｍ Ｏ Ｓ 装 置 か ら な り 、 一 行 の 前 記 Ｍ Ｏ Ｓ 装
置 は 、 第 二 可 変 抵 抗 器 と 直 列 さ れ 、 も う 一 つ は 、 出 力 電 圧 を 提 供 し 、 出 力 電 圧 は 、 前 記 第
二 可 変 抵 抗 器 の 抵 抗 を 調 整 す る こ と に よ り 制 御 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の
有 機 発 光 ダ イ オ ー ド パ ネ ル の 二 段 式 駆 動 回 路 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 第 一 可 変 抵 抗 器 の 抵 抗 が 調 整 さ れ て 、 初 期 充 電 期 間 の 前 記 Ｍ Ｏ Ｓ ド ラ イ バ を 飽 和 領
域 で 作 動 さ せ 、 且 つ 、 前 記 Ｍ Ｏ Ｓ ド ラ イ バ の 電 流 を 迅 速 に 安 定 さ せ て 、 前 記 有 機 発 光 ダ イ
オ ー ド を 充 分 に 発 光 さ せ る と 共 に 、 初 期 充 電 期 間 を 所 定 期 間 維 持 し て 、 変 化 さ せ な い こ と
を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ に 記 載 の 有 機 発 光 ダ イ オ ー ド パ ネ ル の 二 段 式 駆 動 回 路 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 第 二 可 変 抵 抗 器 の 抵 抗 が 調 整 さ れ て 、 定 電 流 期 間 の 前 記 Ｍ Ｏ Ｓ ド ラ イ バ を 飽 和 領 域
で 作 動 さ せ 、 且 つ 、 前 記 Ｍ Ｏ Ｓ ド ラ イ バ の 電 流 を 迅 速 に 安 定 さ せ て 、 前 記 有 機 発 光 ダ イ オ
ー ド を 充 分 に 発 光 さ せ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ に 記 載 の 有 機 発 光 ダ イ オ ー ド パ ネ ル の
二 段 式 駆 動 回 路 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 有 機 発 光 ダ イ オ ー ド パ ネ ル の 輝 度 改 良 に 関 す る も の で あ っ て 、 特 に 、 二 段 式
駆 動 回 路 に よ り 、 発 光 ダ イ オ ー ド パ ネ ル の 輝 度 を 安 定 さ せ る 改 良 設 計 に 関 す る も の で あ る
。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 の 有 機 発 光 ダ イ オ ー ド Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ デ ィ ス プ レ イ パ ネ ル の 駆 動 回 路 が 図 １ で 示 さ れ る 。
図 を 簡 潔 に す る た め 、 図 １ で は 、 ８ × ３ の Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ マ ト リ ク ス だ け が 示 さ れ て い る 。 定 電
流 源 Ｉ Ｓ Ｅ Ｇ は 、 ス イ ッ チ Ｓ Ｅ Ｇ １ 、 Ｓ Ｅ Ｇ ２ 、 、 、 Ｓ Ｅ Ｇ ８ に よ り 、 そ れ ぞ れ 、 八 列 の
Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ に 接 続 さ れ る 。 八 列 の Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ は 三 行 に 排 列 さ れ 、 抵 抗 Ｒ １ 、 Ｒ ２ 、 Ｒ ３ （ こ れ
は 、 回 路 の 抵 抗 で 、 実 体 の あ る 抵 抗 器 で は な い ） と ス イ ッ チ Ｃ Ｏ Ｍ １ 、 Ｃ Ｏ Ｍ ２ 、 Ｃ Ｏ Ｍ
３ に 接 続 さ れ 、 接 地 す る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 例 え ば 、 ス イ ッ チ Ｃ Ｏ Ｍ １ 、 Ｓ Ｅ Ｇ １ 、 及 び 、 Ｓ Ｅ Ｇ ３ は 閉 回 路 に 接 続 さ れ 、 他 の ス イ
ッ チ は 接 続 さ れ な い 時 、 Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ １ １ と Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ ３ １ だ け 電 流 が 流 れ て 、 発 光 し 、 そ の 他
の Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ は オ フ に な る 。 そ の 他 同 様 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ を 流 れ る 電 流 が 更 に 増 え る 時 、 Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ の 輝 度 も 明 る く な る 。 縦 の 行 中 の 幾 つ
か の Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ に 電 流 が 通 過 し 、 こ れ ら の 電 流 が 、 抵 抗 Ｒ １ 、 Ｒ ２ 、 或 い は 、 Ｒ ３ を 通 過 す
る 場 合 、 抵 抗 Ｒ １ 、 Ｒ ２ 、 或 い は 、 Ｒ ３ 上 に 、 多 倍 数 の 電 圧 降 下 が 生 じ る 。 よ っ て 、 Ｏ Ｌ
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Ｅ Ｄ の 電 圧 と 電 流 源 が 減 少 し 、 更 に 、 電 流 が 減 少 す る の で 、 Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ の 輝 度 は 低 下 し 、 不
安 定 に な る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 図 ２ は 、 Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ 駆 動 回 路 の 等 価 回 路 を 示 す 図 で あ る 。 Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ ２ ０ は 、 ダ イ オ ー ド Ｄ
２ １ と 抵 抗 Ｒ ２ ２ が 直 列 で 、 ダ イ オ ー ド ２ １ と コ ン デ ン サ Ｃ ２ ３ は 並 列 接 続 さ れ て い る 。
Ｍ Ｏ Ｓ ド ラ イ バ ２ ４ は 、 図 １ の 定 電 流 源 Ｉ Ｓ Ｅ Ｇ と ス イ ッ チ Ｓ Ｅ Ｇ Ｘ と し て 作 用 す る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 図 ３ は 、 図 ２ の Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ 駆 動 回 路 の 電 流 “ Ｉ ” と 時 間 “ Ｔ ” 間 の 関 係 を 示 す 図 で あ る 。
図 ２ の コ ン デ ン サ Ｃ ２ ３ を 迅 速 に 充 電 す る た め に 、 し き い 電 流 は 迅 速 に 増 加 し な け れ ば な
ら ず 、 図 ３ の 左 側 が 高 い 弧 線 （ 初 期 充 電 期 間 ） で 示 さ れ る 。 コ ン デ ン サ Ｃ ２ ３ が 充 電 さ れ
た 後 、 電 流 は 、 徐 々 に 、 定 電 流 に 回 復 し （ 定 電 流 期 間 ） 、 Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ を 発 光 さ せ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 し か し 、 図 １ で 示 さ れ る 電 流 が 、 抵 抗 Ｒ １ 、 Ｒ ２ 、 或 い は 、 Ｒ ３ を 流 れ 、 抵 抗 Ｒ １ 、 Ｒ
２ 、 或 い は 、 Ｒ ３ 上 に 多 倍 数 の 電 圧 降 下 が 生 じ る の で 、 Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ の 電 圧 と 電 流 源 が 減 少 し
て 、 電 流 が 減 少 し 、 Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ の 輝 度 も 低 下 し 、 不 安 定 に な る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 こ の 他 、 肉 眼 の 視 覚 は 残 留 す る た め 、 人 が 感 じ る Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ 輝 度 は 、 図 ３ の し き い 電 流 期
間 と 定 電 流 期 間 の 電 流 と 共 同 で 生 成 さ れ る 効 果 で あ る 。 前 述 の よ う に 、 電 流 が 抵 抗 Ｒ １ 、
Ｒ ２ 、 或 い は 、 Ｒ ３ を 流 れ て 、 輝 度 を 低 下 さ せ る 場 合 、 図 ３ の 初 期 充 電 期 間 の 充 電 速 度 を
増 加 さ せ て 、 初 期 充 電 期 間 を 短 縮 さ せ 、 肉 眼 で は 輝 度 が 不 変 で あ る よ う に 感 じ さ せ る の が
、 現 在 の 一 般 的 な 方 法 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 改 善 方 法 の 回 路 が 図 ４ で 示 さ れ 、 Ｍ Ｏ Ｓ ド ラ イ バ ２ ４ の ゲ ー ト の 前 に 、 調 整 回 路 を 加 え
、 図 ４ の 左 側 で 示 さ れ る よ う に 、 Ｍ Ｏ Ｓ ４ １ 、 コ ン デ ン サ ４ ２ 、 可 変 レ ジ ス タ ４ ３ 、 ４ ４
が 、 図 で 示 さ れ る よ う に 接 続 さ れ て い る 。 制 御 信 号 Ｓ Ｗ ４ ５ が Ｍ Ｏ Ｓ ４ １ の ゲ ー ト に 入 力
さ れ て 、 Ｍ Ｏ Ｓ ４ １ を 導 通 さ せ 、 比 較 器 ４ ６ の 二 つ の 入 力 端 間 の 電 圧 差 を 生 成 し 、 比 較 器
４ ６ に 信 号 を 出 力 さ せ て 、 信 号 処 理 回 路 ４ ７ を 駆 動 す る 。 最 後 に 、 パ ル ス 幅 変 調 （ Ｐ ｕ ｌ
ｓ ｅ 　 Ｗ ｉ ｄ ｔ ｈ 　 Ｍ ｏ ｄ ｕ ｌ ａ ｔ ｉ ｏ ｎ 、 Ｐ Ｗ Ｍ ） 信 号 を 生 成 し て 、 Ｍ Ｏ Ｓ ２ ４ の ゲ ー
ト を 駆 動 し 、 Ｍ Ｏ Ｓ ２ ４ を 導 通 さ せ 、 こ れ に よ り 、 電 流 が Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ ２ ０ に 流 れ て 、 Ｏ Ｌ Ｅ
Ｄ ２ ０ が 発 光 す る 。 可 変 レ ジ ス タ ４ ３ 、 ４ ４ が 調 整 可 能 な の で 、 Ｐ Ｗ Ｍ 信 号 の 幅 と 図 ３ の
初 期 充 電 期 間 を 変 更 し 、 こ れ に よ り 、 Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ ２ ０ の 輝 度 が 調 整 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 し か し 、 図 ３ の 初 期 充 電 期 間 を 変 更 す る 方 法 は 、 Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ ２ ０ の コ ン デ ン サ Ｃ ２ ３ が 過
大 で あ る 場 合 、 電 流 が 定 電 流 の 期 間 が 長 い の で 、 輝 度 が 適 切 に 制 御 さ れ ず 、 図 １ で 示 さ れ
る 電 流 が 抵 抗 Ｒ １ 、 Ｒ ２ 、 或 い は 、 Ｒ ３ を 通 過 し て 、 Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ の 輝 度 を 低 下 さ せ る 問 題 が
依 然 と し て 存 在 し て い る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 解 決 し よ う と す る 課 題 は 、 二 段 式 駆 動 回 路 を 提 供 し 、 発 光 ダ イ オ ー ド パ ネ ル の 輝 度 を 安
定 さ せ る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 有 機 発 光 ダ イ オ ー ド パ ネ ル の Ｍ Ｏ Ｓ ド ラ イ バ 前 に 、 初 期 充 電 回 路 、 及 び 、 定 電 流 回 路 を
加 え 、 ス イ ッ チ は 、 Ｍ Ｏ Ｓ ド ラ イ バ の ゲ ー ト を 駆 動 す る の に 用 い ら れ る 初 期 充 電 回 路 、 或
い は 、 定 電 流 回 路 を 選 択 し 、 発 光 ダ イ オ ー ド パ ネ ル を 駆 動 す る 初 期 は 、 初 期 充 電 回 路 を 選
択 し 、 そ の 後 、 ス イ ッ チ が 定 電 流 回 路 を 選 択 す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 初 期 充 電 回 路 は 、 一 種 の 電 流 ミ ラ ー 回 路 で 、 二 行 の Ｍ Ｏ Ｓ 装 置 か ら な り 、 Ｍ Ｏ Ｓ 装 置 の
一 行 は 第 一 可 変 抵 抗 器 に 直 列 さ れ 、 も う 一 つ は 、 出 力 電 圧 を 提 供 し 、 出 力 電 圧 は 、 第 一 可
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変 抵 抗 器 の 抵 抗 を 調 整 す る こ と に よ り 制 御 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 第 一 可 変 抵 抗 器 の 抵 抗 が 調 整 さ れ 、 Ｍ Ｏ Ｓ ド ラ イ バ は 、 初 期 充 電 期 間 中 、 飽 和 領 域 で 作
動 し 、 Ｍ Ｏ Ｓ ド ラ イ バ の 電 流 を 安 定 さ せ 、 Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ を 発 光 さ せ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 定 電 流 回 路 は 、 一 種 の 電 流 ミ ラ ー 回 路 で 、 二 行 の Ｍ Ｏ Ｓ 装 置 か ら な り 、 Ｍ Ｏ Ｓ 装 置 の 一
行 は 第 二 可 変 抵 抗 器 に 直 列 さ れ 、 も う 一 つ は 、 出 力 電 圧 を 提 供 し 、 出 力 電 圧 は 、 第 二 可 変
抵 抗 器 の 抵 抗 を 調 整 す る こ と に よ り 制 御 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 第 二 可 変 抵 抗 器 の 抵 抗 が 調 整 さ れ 、 Ｍ Ｏ Ｓ ド ラ イ バ は 、 定 電 流 期 間 中 、 飽 和 領 域 で 作 動
し 、 Ｍ Ｏ Ｓ ド ラ イ バ の 電 流 を 安 定 さ せ 、 Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ を 発 光 さ せ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　 本 発 明 の 有 機 発 光 ダ イ オ ー ド パ ネ ル の 二 段 式 駆 動 回 路 は 、 発 光 ダ イ オ ー ド パ ネ ル の 輝 度
を 安 定 さ せ る と い う 利 点 が あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ８ 】
　 図 ５ は 、 本 発 明 装 置 の 回 路 図 で あ っ て 、 初 期 充 電 回 路 ５ １ と 定 電 流 回 路 ５ ２ は 、 そ れ ぞ
れ 、 Ｍ Ｏ Ｓ ド ラ イ バ ２ ４ の 初 期 充 電 期 間 と 定 電 流 期 間 に お い て 、 駆 動 電 圧 を 提 供 し 、 切 換
え ス イ ッ チ ５ ３ を 切 り 換 え 用 と す る 。 可 変 抵 抗 器 ５ ４ 、 ５ ５ は 、 そ れ ぞ れ 、 Ｍ Ｏ Ｓ ド ラ イ
バ ２ ４ の ゲ ー ト 電 圧 を 調 整 す る の に 用 い ら れ る 。 Ｍ Ｏ Ｓ ２ ４ は 、 Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ ２ ０ を 駆 動 し て
発 光 さ せ 、 Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ ２ ０ 下 面 に 、 抵 抗 ５ ６ （ 作 用 は 、 図 １ の Ｒ １ 、 Ｒ ２ 、 或 い は 、 Ｒ ３ と
相 同 で あ る ） を 連 接 し て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 図 ６ は 、 本 発 明 の 初 期 充 電 回 路 ５ １ と 定 電 流 回 路 ５ ２ の 内 部 構 造 を 示 す 回 路 図 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 初 期 充 電 回 路 ５ １ は 電 流 ミ ラ ー 回 路 で 、 Ｍ Ｏ Ｓ ５ １ １ 、 ５ １ ２ 、 ５ １ ３ 、 ５ １ ４ か ら な
り 、 図 で 示 さ れ る よ う に 、 接 続 、 排 列 さ れ て い る 。 可 変 抵 抗 器 ５ ４ の 抵 抗 を 調 整 す る の は
、 即 ち 、 Ｍ Ｏ Ｓ ５ １ １ の 電 流 を 調 整 し 、 同 時 に 、 電 流 ミ ラ ー 回 路 の た め 、 Ｍ Ｏ Ｓ ５ １ ２ 、
５ １ ３ 、 ５ １ ４ の 電 流 を 調 整 す る こ と で あ る 。 A点 の 電 圧 は 、 Ｍ Ｏ Ｓ ５ １ ２ の ゲ ー ト に 接
続 し て 出 力 さ れ 、 Ｍ Ｏ Ｓ ２ ４ の ゲ ー ト の 電 圧 と な る 。 A点 の 電 圧 は 、 可 変 抵 抗 器 ５ ４ の 調
整 を 受 け て 変 化 し 、 Ｍ Ｏ Ｓ ２ ４ の ゲ ー ト に 送 ら れ て 、 Ｍ Ｏ Ｓ ２ ４ の 電 流 を 制 御 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 定 電 流 回 路 ５ ２ も 一 種 の 電 流 ミ ラ ー 回 路 で 、 Ｍ Ｏ Ｓ ５ ２ １ 、 ５ ２ ２ 、 ５ ２ ３ 、 ５ ２ ４ か
ら な り 、 図 で 示 さ れ る よ う に 、 接 続 、 排 列 さ れ て い る 。 可 変 抵 抗 器 ５ ５ の 抵 抗 を 調 整 す る
の は 、 即 ち 、 Ｍ Ｏ Ｓ ５ ２ １ の 電 流 を 調 整 し 、 同 時 に 、 電 流 ミ ラ ー 回 路 の た め 、 Ｍ Ｏ Ｓ ５ ２
２ 、 ５ ２ ３ 、 ５ ２ ４ の 電 流 を 調 整 す る こ と で あ る 。 B点 の 電 圧 は 、 Ｍ Ｏ Ｓ ５ ２ ２ の ゲ ー ト
に 接 続 し て 出 力 さ れ 、 Ｍ Ｏ Ｓ ２ ４ の ゲ ー ト の 電 圧 と な る 。 B点 の 電 圧 は 、 可 変 抵 抗 器 ５ ５
の 調 整 を 受 け て 変 化 し 、 Ｍ Ｏ Ｓ ２ ４ の ゲ ー ト に 送 ら れ て 、 Ｍ Ｏ Ｓ ２ ４ の 電 流 を 制 御 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 図 ７ は 、 本 発 明 に よ る 二 段 式 駆 動 回 路 が 形 成 す る Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ 駆 動 電 流 Ｉ と 時 間 Ｔ の 関 係 図
で あ る 。 初 期 充 電 期 間 の 電 流 は 、 公 知 技 術 の よ う に 高 す ぎ な い が 、 充 分 に 、 Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ を 発
光 さ せ る こ と が で き る 。 初 期 充 電 期 間 は 不 変 で 維 持 さ れ 、 初 期 充 電 期 間 の 中 期 と 後 期 も 、
定 電 流 を 維 持 す る 。 可 変 抵 抗 器 ５ ４ の 抵 抗 の 調 整 効 果 で 、 Ｍ Ｏ Ｓ ２ ４ を 飽 和 領 域 で 作 動 さ
せ る 。 こ れ に よ り 、 図 １ で 示 さ れ る 縦 の 一 行 中 の 幾 つ か の Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ が 電 流 を 通 し て も 、 こ
れ ら の 電 流 が 、 抵 抗 ５ ６ （ 図 １ の Ｒ １ 、 Ｒ ２ 、 或 い は 、 Ｒ ３ の 作 用 と 相 同 ） を 流 れ る 時 、
抵 抗 ５ ６ 上 に 多 倍 数 の 電 圧 降 下 が 生 じ る が 、 Ｍ Ｏ Ｓ ２ ４ が 飽 和 領 域 で 作 動 す る の で 、 Ｏ Ｌ
Ｅ Ｄ に 充 分 な 電 流 を 供 給 で き 、 Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ の 輝 度 は 、 衰 減 し な い 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 定 電 流 期 間 中 、 可 変 抵 抗 器 ５ ５ の 抵 抗 を 調 整 し 、 Ｍ Ｏ Ｓ ２ ４ も 飽 和 領 域 で 作 動 さ せ る 。
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こ れ に よ り 、 図 １ で 示 さ れ る 縦 の 一 行 の 幾 つ か の Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ に 電 流 が 流 れ て も 、 こ れ ら の 電
流 が 抵 抗 ５ ６ （ 図 １ の Ｒ １ 、 Ｒ ２ 、 或 い は 、 Ｒ ３ の 作 用 と 相 同 ） を 流 れ る 時 、 抵 抗 ５ ６ 上
に 多 倍 数 の 電 圧 降 下 が 生 じ る が 、 Ｍ Ｏ Ｓ ２ ４ が 飽 和 領 域 で 作 動 す る の で 、 Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ に 充 分
な 電 流 を 供 給 で き 、 Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ の 輝 度 は 、 衰 減 し な い 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 図 ７ 中 は 、 初 期 充 電 期 間 と 定 電 流 期 間 の 電 流 差 異 が 小 さ く 、 初 期 充 電 期 間 の 初 期 電 流 は
、 公 知 技 術 の よ う に 高 す ぎ な い が 、 Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ を 発 光 さ せ る の に 充 分 で 、 初 期 充 電 の 期 間 を
不 変 に 維 持 し 、 Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ の 輝 度 を 安 定 さ せ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 本 発 明 で は 好 ま し い 実 施 例 を 前 述 の 通 り 開 示 し た が 、 こ れ ら は 決 し て 本 発 明 に 限 定 す る
も の で は な く 、 当 該 技 術 を 熟 知 す る 者 な ら 誰 で も 、 本 発 明 の 精 神 と 領 域 を 脱 し な い 範 囲 内
で 各 種 の 変 動 や 潤 色 を 加 え る こ と が で き 、 従 っ て 本 発 明 明 の 保 護 範 囲 は 、 特 許 請 求 の 範 囲
で 指 定 し た 内 容 を 基 準 と す る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ６ 】
【 図 １ 】 公 知 の Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ デ ィ ス プ レ イ パ ネ ル の 駆 動 回 路 を 示 し た 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ 駆 動 回 路 の 等 価 回 路 を 示 し た 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 ２ の Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ 駆 動 回 路 の 電 流 “ Ｉ ” と 時 間 “ Ｔ ” 間 の 関 係 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ デ ィ ス プ レ イ パ ネ ル の 輝 度 の 安 定 性 を 改 善 す る 公 知 の 回 路 を 示 す 図 で あ
る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 回 路 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 本 発 明 の 回 路 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 本 発 明 の 二 段 式 駆 動 回 路 に よ る 電 流 “ Ｉ ” と 時 間 “ Ｔ ” 間 の 関 係 を 示 す 図 で あ る
。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 Ｓ Ｅ Ｇ 、 Ｃ Ｏ Ｍ 　 　 ス イ ッ チ
　 Ｒ 、 ５ ６ 　 　 抵 抗
　 Ｄ 　 　 ダ イ オ ー ド
　 Ｃ 、 ４ ２ 　 　 コ ン デ ン サ
　 Ｓ Ｗ ４ ５ 　 　 ス イ ッ チ 信 号
　 ４ ３ 、 ４ ４ 、 ５ ４ 、 ５ ５ 　 　 可 変 抵 抗 器
　 ４ ６ 　 　 比 較 器
　 ４ ７ 　 　 信 号 処 理 回 路
　 ５ １ 　 　 初 期 充 電 回 路
　 ５ ２ 　 　 定 電 流 回 路
　 ５ ３ 　 　 切 換 え ス イ ッ チ
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

(6) JP 2007-47668 A 2007.2.22



【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】
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